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第７０１号





５月２４日（火）　10：0０～１0:3０　第１０回　検数労連２２春闘交渉


検数労使硬直状態が続く・・・


２２春闘解決には賃上げ回答の修正が必要！















































※次回交渉


第１１回検数労連２２春闘交渉は事務局調整となります。
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５月２４日（火）第１０回検数労連２２春闘交渉で組合は両協会に対し、賃金と諸要求の回答について修正を求め交渉を行いました。





【日検協会】


　前回の交渉では諸要求について一部修正した回答を提示した。


　これまで何度も回答の再考を求められている中で、業務部の方とも連携をはかりながら再考について検討してきた。しかしながら、賃金に関しての修正は困難であると言わざるを得ない状況である。


　現在、新規業務が見いだせないなかで料金改定に向けて取り組んでいるが、まだ改定には至っていないのが現状である。


　





















































　今後、６５歳定年制や７０歳雇用が控えているなかで、今春闘は定率回答も昨年より上積みした回答を提示している。


今春闘の回答は、今後の料金改定も見込んだ回答であることを理解願いたい。





【全日検】


　これまで労組には何度も修正回答を求められているなかで、中央港湾団交も検数が未解決となっていることから中断している経過も理解している。


現在、料金改定に向けて全ての地域で折衝を試みているが、得意先の反応はイマイチであり、現状では料金の収受が出来ていないことから、修正回答を提示するだけの原資を持ち合わせていないのが現状である。





【組合主張】


　５月１９日に行われた中央港湾団交では、『大幅賃上げと料金引き上げについての検証』が現時点において出来ていないことから産別春闘の合意は困難であるとして、『５月２２日（日）始業時より翌日の始業時までの２４時間ストライキ』は延期となり、ストライキ行動については各単組の賃上げ状況、下払い料金確保の検証経過を見極めるとしている。


　


　


























　今春闘は労使一体となって料金収受に取組むチャンスである。『料金収受が出来ないから賃金引き上げは困難』との理由は、『港湾全体の賃金の底上げ」に対する動きを止めることになる。


　５月２５日には全国港湾内部の機関会議が開催され、未解決組合に対する支援の方針が出されることから、両協会においてはそのことも念頭に入れたうえで、次回交渉には２２春闘解決に向けた材料の提示を求める。また、現在、検数春闘は長期化しているが、昨今の諸物価高騰などの影響もあり、全国の組合員からの応援や後押しなどの姿勢も見受けられる。そのようなことからも、前進した回答が得られるまでは我々も一歩も引かない覚悟であることを強く主張しておく。












































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


